令和5年4月1日改訂文書(VER.15)


様式第１

（８－１－７）
	化学物質緊急事態対応計画書

	課・施設名
	
	作成年月日
	

	管理責任者氏名
	
	決定年月日
	

	内部及び外部と

の情報伝達計画

	


報告　　　　　　　　　　　　　　指示　　　　　　　　　　　




  報告　　　　　　　　　　　　　　　再発防止

指示


報告　　　　　　　　　　　　　　　再発防止

指示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出


　　報告　　　　　　　　　　　　　　指示




	緊急時の例
	・容器の破損,試薬ﾋﾞﾝ等の落下による,化学物質の流失、飛散

・化学物質の盗難、紛失

	緊急時の対応例

	・緊急時は、発見者が応急措置を行い、上記連絡網により、情報伝達するとともに化学物
質等管理標準手順書により環境汚染の防止に努める。

・破損等による事故が発生した周辺に人がいる場合は避難させる。十分に換気する。

・必要に応じ保護具を着用し、ＳＤＳ（安全データシート）により対応方法を確認し、実施する。
（薬品での中和･無害化，水での希釈、乾燥砂での吸収、その他の飛散吸収）

・破損箇所の修理等、再発の防止に努める。

	紛失時の対応
	・直ちに、所属長及び関係機関に連絡し、関係者からの指示を仰ぐ。また、紛失届を関係機関へ提出する。

	計画書の掲示
	・本計画書（化学物質緊急事対応計画書）を作成し、保管場所及び関係部署に掲示する。


※記録は作成課・所・園において3年間保存する
※係長（指定管理施設は指定管理施設長及び係長）、環境管理副推進員、環境管理推進員、実行部門長の決裁を行う
警　　察　　署


（　　　　　　　　　　）


TEL


FAX





環境管理責任者


（資源環境部長）





実行部門長


（　　　　　　　部長）





TEL





消　　防　　署


（　　　　　　　　　　）


TEL


FAX





化学物質管理責任者


（　　　　　　　課長）





TEL





板橋区保健所


（生活衛生課）





TEL３５７９-２３３５


FAX３５７９‐１３３７








化学物質管理担当者


（　　　　　　　係長　）　





ＴＥＬ





下水道局西部第二下水道事務所





TEL３９６９‐２３１１


FAX５９４１‐１２１０





緊急事態発見者


応　急　措　置








